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あな た は 最近 、 動 物 園 に いっ た こと が あり ます か ? そこ に は ラ 

イオ ン 、 シ マウ マ 、 カ ン ガ ルー や ペン ギン な ど 、 世 界 中 の 動物 た ち 

が 集まっ て いま す 。 遠い 異国 で し か 見 られ ぬ 動 物 た ち も 、 そ こ へ い 

け ば 目 の 前 で 見 る こと が で き 、 動 物 園 は 私 た ち に 素 晴 し い 夢 を た く 

さん 見 せ て くれ る の で す 。 想像 は 、 時 間 と 空間 を 飛び 越え て 、 南 太 

平 洋 の 小島 か らち 、 ア フリ カ の 大 草原 、 水 の 国 ア ラス カ ま で も 巡っ て 

いき ます 。 

マジ カル ズ ッ ゥ は 不思議 な 動物 園 。 

コン ピュ ー タ の 世界 に で きた 魔法 の 動物 園 。 

現代 の 科学 が 作っ た コン ピュ ー タ 、 そ の 小さ な 空間 に も 限り な く 

想像 は 広がり ます 。 
マジ カル ズ ゥ は 、 み な さん の も と へ た くさ ん の 夢 を と どけ だ た い 一 

ー そ ん な 気持 ち を 大 切 に し て いき ます 。 
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ロ を 閑 さ ざし た 巨人 

1722 年 4 月 6 日 、 オ ラン ダ の 提 突 ヤコブ ・ ロ ッ ケ フェ ー ン は 、 チ 

リ の 海岸 か ら 500 カ イリ の 海域 で 小さ な 岩 島 を 発見 し た 。 

この ボリ ネシア の 東端 に ある 地球 上 も っ と も 孤立 し た 小島 は 、 折 

り し も 復活 祭 に 発見 され た の で イー スタ ー 島 と 名 づけ られ た 。 

ト 陸 し た 彼ら が 最初 に 目 に し た も の は 、 巨 大 な 石像 で あっ た 。 こ 

の 石像 (モア イ ) は 、 島 の いた る 所 で すべ て 海 に 背 を 向け て 、 暴 様 

な 表情 で 立っ て いた 。 大きな も の は 、 高 さき が 9 m に も 達し 、 ど れ も 

巨大 な 石 の 台座 に 立て られ て いた 。 し か し 、 荒 涼 と し た 草原 ば か り 

の この 島 の 住民 た ち が 、 ど う や っ て あの 巨大 な 石 を 運び 、 ま た 立て 

た か 、 ヤ コブ た ち は 知 る すべ も な か っ た 。 

その 後 、 次 々 と イー スタ ー 島 を 訪れ た ヨー ロッ パ 人 た ち は 、 彼 ら 

の 住む ヨー ロッ パ と は あま り に も 異質 の 文化 に 、 い ちよ うに 和 党 い た 。 

謎 の 文字 コ ハ ウ ・ ロ ン ゴ ・ ロ ン ゴ 、 オ ロン ゴ の 不思議 な 岩 絵 一 一 島 

人 、 ア ザラ シー 一 、 奇 怪 な 小 像 モア イ ・ カ ワ ・ カ ワ 、 鳥 人 の 像 タン ガ 

ク グ ュ クア メ 、 そ を し て モア イ ・ パ ア ・ パ ポア 、 マ グ ・ マ イダ …… 由 

絶海 の 孤島 イー スタ ー が 、 何 故 こ れ ほ どの 謎 に 満ち て いる か 、 ヨ 

ー ロ ッ パ 人 た ち は 素 朴 な 疑問 に か られ た 。 そ し て 、 彼 ら の 脳裏 を 、 

幻 の 大 帝国 「 ム ー」 の 伝説 が か すめ た に ちがい な い 。 

か っ て 、 南 太平 洋上 に は 人 類 の 母 な る 大 陸 が あっ た 。 そ し て そこ 

こ は ム ー と 呼ば れる 大 帝国 が 存在 し て いた 。 帝王 ラッ ムー に 率い ら 

れ た その 帝国 は 、 栄 甘 を きわ め 、 7 つの 都市 に は 壮大 な 神殿 や 宮殿 

が 造ら れ 、 水 路 が 縦横 に は り め ぐら され 、 学 問 や 文化 が 花 開 き 、 平 

隠 で 豊か な この 国 に は 、 世 界 中 の 人 々  が 集まり 、 人 種差 別 も な く 

各 人 に 平等 な 権利 が 与え られ た 。 彼ら の 文明 は 、 目 的 達成 、 平 和 、 

繁栄 、 人 格 の 形成 な どの 点 に お いて は 、 ど の 時 代 の 文 明 よ り も 優れ 

て いた 。 し か し この 帝国 も 、 あ る 悲惨 な 一 夜 に 色 然 と 青海 原 の 下 に 

姿 を 消し て し まっ た 。 こ の 破局 は あら か じ め 予 言 さ きれ て いた 。 そ し 

て 人 類 の 母 な る ムー 帝国 は 、 永 遠 に 消え 去っ て し まっ た の で ある 。 



イー スタ ー 島 に 上 陸 し た 彼ら は 、 こ の 伝説 の 謎 が 今 自分 た ちの 立 

っ て いる 小さ な 島 に 縮 され て いる よう に 思え た に ちがい な い ……。 
その 後 、 イ ー ス ター 島 は ヨー ロッ パ 人 た ち が 訪 れる た びに 、 大 

きく 変貌 し て いっ た 。 内戦 、 伝 染 病 、 奴 隷 商人 、 海 賊 の 襲撃 、 外 来 
君主 の 統治 、 そ し て ヨー ロッ パ 人 が も た らし た キリ スト 教 の 流入 。 
これ ら に より 、 島 の ユニ ー ク な 文化 は 完全 に 破壊 さき され て し まっ た 。 

今 で は モア イ が 何 を 物語 っ て いる か 、 コ ハウ ・ ロ ン ゴ ・ ロ ンズ ゴ 文 

字 が 何 を 意味 し て いる か 、 誰 に も わか ら な い 。 

し か し 、 ム ー の 存在 を 叶 示 する か の よう に 、 イ ー ス ター の 人 々 に 

語り 継が れ て いる も の も ある 。 島 の 伝説 の 中 に 、 タ ン ガ ロア (Tan- 
garoa) 伝説 と いう も の が ある 。 人 間 の 顔 を 持っ た アザ ラ シ が 、 万 能 

の 神 、 タ ン ガ ロア の 化身 で ある と いう 。 イ ー ス ター 鳥 で この 名 前 が 

出 て くる の は 極め て 稀 で ある が 、 他 の ポリ ネシア の 島々 で は 、 タ ン 

ガロ ア (Tangaloa) と いう 神 は よく 知ら れ て いる 。「 黒 い 島 」 メ ズラ ネ 
シア で は 、 そ れ を タ ガ ラ の 神 と 呼び 、 さ ら に 和光 く こと は 、 数 千 キ ロ 

も 離れ た 東南 アジ ア で は 、 タ ン ・ カ ・ ロ と いう 神 が 貯 拝 さ れ て いる 。 
これ は 偶然 の 一 致 で も あろ うか 。 そ れ と も 失 な われ た 南 太 平 洋 の 大 陸 
(ムー 大 陸 ) の 存在 を 明か す 証 拠 の ひと つ な の だ ろう か …… 



AF ツー リー 
大 いな る 海原 、360 度 の 水平 線 。 主人 公 は 豪華 客船 で 南 太平 洋 を 旅 
LC だ 。 

最初 は 優 稚 で 楽し か っ た 船旅 も 、 毎 日 毎晩 海 に 囲ま れ て 過ごす う 

ち 、 し だ い に 退 屈 な も の と な っ て きた 。 ち ょ うど その 頃 、 彼 は 一 見 

風 変 り な 老人 の 船客 と 親しく な et オ ao 大 学 で 考古 学 の 

教鞭 を と っ て いて 、 調 査 の た め に この 船 に 乗り 合わ せ て いた 。 

親しく な っ て か ら は 、 老 人 は 毎日 の よう に 世界 各地 の 古代 文明 に 

つい て 語っ て くれ た 。 老 人 の 話 は 、 カ ビ の 生え た 、 か た 苦し い 講 義 で 

な く 、 い つも ロマ ン と 夢 に あふ れ て いた 。 主人公 は いつ し か 老人 の 

話 を 楽し み に 待つ よう に な り 、 し ら ず し ら ず の うち に 古代 文明 に つ 

いて の 多く の 知識 を 映 に つけ て いた 。 様々 の 古代 文明 の 中 で も 彼 が 
興味 を 持っ た の は 、 幻 の ムー 大 陸 に つい て だ っ た 。 
ある 晩 、 老 人 は ムー 大 陸 の 数 々  の 謎 を 語り 明か し て くれ た だ た 。 それ 

は お と き 話 の よう に も 聞こ える 話 だ どっ た 。 老 人 の 目的 地 で ある 南 太 

平 洋 の ある 小島 に は 、 そ の ムー 大 陸 の 秘密 を 解き 明か す 鍵 が ある の 

だ と いう 。 老 人 が MA R I と 呼ん え で いる 小型 コン ピュ ー タ に は 、 ム 

ー 大 陸 に 関す る デー タ が すっ か り 整 理 さ れ て いた 。 そ の デー タ に よ 

る と 、 島 に は 慕 大 な ムー の 財宝 が 今 な お 眠っ て いる の だ と 老人 は 打 

ちあ け て くれ た 。 老 人 の 目 は 、 ま る で 青年 の よう に 、 NE 

や いて いた 。 老 人 は 、 小 型 コ ンピュータ MA R I を 大 切 に 膝 に か か 
近作 ムー 大 陸 の 謎 は も う 解 7 きつ の な NO Ne 40 

声 で 笑っ て いた 。 

夜半 か ら 吹 ほ だ し た 風 で 船 は 大 きく 揺れ て いた 。 彼 は さき ほど の 
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然 、 船 は 大 きく 傾き 、 彼 は 壁 に 強く 打ち つけ られ た 。 老 人 の こ 

上 Me 彼 の 客室 に か けつ けた 。 老 人 は 頭 か ら 血 を 流し 、 主 人 公 

を 見 る と 、 い つも 持ち 歩い て いた MA R I の 入っ た アタ ッシュ ケー 

ス を 指さし 、 そ の まま 息 絶え た 。 夢中 で その ケー ス を か か え 、 救 命 



ボー ト に いそ い だ が 、 時 すでに 遅く 、 大 濾 は 客船 を 一 谷 み に し た …。 

気が付い て みる と 、 人 彼 は 海岸 に 打ち 上 げ ら れ て いた 。 意識 が 戻る 

に つれ 、 昨 上 史 の こと を 思い 出し て きた 。 役 は 難破 し た 船 か ら 嵐 の 海 

へ 投げ 出さ きれ た の だ 。 だ が 、 愛 中 で アタ ッシュ ケー ス に し が みつ き 

漂流 する うち 、 奇 跡 的 に 助かっ た よう だ っ た 。 

この 鳥 は どこ だ ろう 。 も し か し た ら あ の 老人 が 言っ て いた 幻 の ム 

ー 大 陸 の 秘密 が 了 届 き れ て いる 島 で は な い だ ろ うか …… 。 一 瞬 彼 は そ 

う 思 っ た 。 も し そう で ある な ら 、 あ の 老人 の 意志 を 受け 継ぎ 、 こ の 

目 で ムー 大 陸 を 見 て みよ う 。 そ し て 、 い まな お ここ に 残る と いう ム 

ー の 財宝 を 見 つけ 出し て や ろう 。 

ムー 大 陸 を 求め る 決意 を し て 、 湧 き 出す 不思議 な 情熱 に 支え られ 

な が ら 、 彼 は 一 人 海岸 に 立つ の で あっ た 。 

ポリ ネシア トラ イア ング ル 

た 、 
0. 、 ハ ワイ 上 島 



アア OO りり C77OW AO7 婦 

アド ヴェ ンチ ャ ー ゲ ー ム は 最近 急速 に 人 気 の 高 まっ て きた ゲー ム 
@ す 。 

いま まで の コン ピュ ー タ ゲー ム と は ちがい 、 ゲ ー ム 自体 が ひと つ 
の 物語 (スト ー リ ー) か ら 成 り 立 っ て いま す 。 た だ し 、 そ の スト ー 

リー は ゲー ム プ レー ヤー の みな さん に は 知ら され て いま せん 。 ブ プレ 

ー ヤ ー は 、 物 語 を 想像 し 推理 し 、 そ の 場面 で 最も 適切 だ と 思わ れる 

言葉 や 行動 を 、 命 令 と し て コン ピュ ー タ に 入力 し て いき ます 。 それ 
が 的 は ずれ で あっ た り ス トー リー の 筋 か ら は ずれ て いる も の だ と 、 

先 に 進め な か っ た り 、 途 中 で ゲー ム が 終っ て し まっ た り し ます 。 

いい か それ ば 、 本 の ペー ジ を めく りな が ら 物 語 の 筋 を 追っ て いく 
楽し み が 、 ア デ ド ヴェ ンチ ャ ー ゲ ー ム に は あり ます 。 し か し 、 な か な 

か 簡単 に は その ペー ジ を めく ら せ て くれ ませ ん 。 

映画 で あれ ば 、 座 席 に 座っ て いれ ば 次 々 と シー ン (場面 ) は 変わ 

り 物 語 は 進み ます 。 ア ド ヴ ェ ンチ ャ ー ゲ ー ム で は 、 な か な か 変ら な 

い 場 面 を どう 進め て いく か に ひと つの 醍醐 味 が ある の で す 。 
さて 、 こ の アド ヴェ ンチ ャ ー ゲ ー ム の テー マ を 古代 廊 明 に 置く と 

どの よう な 作品 が で きる で し ょ うか 。 ひ と つの 答え が この 作品 で す 。 

ゲー ム の 製品 化 に あたっ て 、 私 な たち スタ ッ フ は 、 さ ま ざ ま み な 古代 
女 明 の 衣料 を あさ り 、 多 く の 事 柄 を 調べ る こと に 、 し ば らく 没頭 し 
まし だ な 。 そう し て いる うち に 、 古 代 廊 明 を それ まで 偏見 を も ちっ て と 
ら え て いた の で は な いか と 気付 きま し た 。「 ム ー 大 陸 の 謎 」 と いう よ 

うに 、 謎 、 神 秘 、 不 思 議 と いっ た イメ ー ジ し か 古代 廊 明 に は あり ま 
せん で し た 。 勿論 、 謎 も 神秘 も 確か に 存在 し ます 。 し か し 、 客 観 的 
立 瘍 か ら 古 代 廊 明 を 見 る と 、 そ こ に は 歴史 的 事実 が あり 、 古 代 人 の 

生活 や 思想 が あり 、 古 代 文 明 ど うし の 、 さ ら に は 現代 の 廊 明 社会 へ 
の つなが り が 時 間 や 空間 を 超え て 存在 し て いる こと が わか り ま す 。 
一 言 で 謎 と 片付け て し まう に は 、 あ まり に も 奥深 い 人 類 の 真実 が そ 
こ に ある の で は な いで し ょ うか 。 

そう いっ た 真実 を コン ピュ ー タ の ゲー ム の 中 に 作り 出 し て みた だ た い 、 

と いう の が 私 た ち ス タッ フ の 願い で す 。 そ し て 、 こ の よう な 願い こ 
そ マ ジ カ ル ズ ッ ゥ の 基本 姿勢 で ある の で す 。 
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ビニ ンド ドー ンー デ タ 乏 

アド ヴェ ンチ ャ ー・ ゲ ー ム を 解く た め に は 、 推 理 力 ・ 記 憶 力 ・ 判 断 力 、 そ れ 

に 妨 面 力 が 必要 で す 。 最後 の シー ン を 見 る まで に ら ケ 月 ぐら いか か る こと だ っ 

て ある の で す 。 で すか ら 途 中 で あき ら め た り し な いで 、 な ん ど で も くり か え ぇ し 

挑戦 し て みて くだ さい 。 

(日 で 解け て し まっ た と いう 人 は 、 本 当 に 天才 か も し れ ま せん よ 。) 

この ヒン ト ・ ブ ッ ク は 、 ど うし て も 最後 の シー ン を 見 れ な い 人 の た め の も の 

で す 。 な ん ども 挑戦 し た けれ ども どう し て も 解け な いよ と いう 人 は 、 こ の ヒン 

ト ・ プ ブッ ク を 見 て くだ さい 。 だ けど 、 で きれ ば 見 な い 方 が いい に きま っ て ます 。 

どう し て も ヒン ト が ほし いと いう 人 は 、 ヒ ント ・ プ ブッ ク を 見 る 前 に 「 降 参 !」 

と 大 き な 声 で さけ ん で くだ さい 。 

「 ム ー 大 陸 の 謎 」 と 「 ピ ラミ ッ ド の 謎 」 は 、 英 語 で ユマ ンド を いれ な けれ ば 

な り ま せん か ら 、 英 語 が 分 ら な い 小 学生 の 皆さん は 、 最 初 か ら こ の ヒン ト ・ プ 

ッ ク を 見 て も よい で し ょ う 。 

まず 動詞 を 覚え て し まい まし ょ う 。 

1 ook, take, open, break, down 

UP,。 5gO+ excChang ら @e, run, input 

move, talkK, say, dive, 9 中 

それ ぞ れ の 場所 に いろ いろ な も の が 落ち て いま す 。 な か に は 隠さ れ て いて 画 

面 で は 見 えな いも の も あり ます 。 " 1 ook "命令 を じょう ず に 使っ た り 、 あ 

ちら こち ら の も の る を 動か し た り 、 登 っ た り 降 り た り し て 見 つけ て くだ さい 。 も 

の が 見 つか っ た ら そ れ を どこ か で 使わ な けれ ば な り ま せん 。 た と えば 、"set 

co in " の よう に 動詞 と 名 詞 の 組み 合わ せ で それ ら を 使う こと が で きま す 。 

ディ スク 版 で は 、 こ れ ら の 他 に も 使え る 動詞 が いく つか あり ます 。 

カセ ッ ト 版 と ディ スク 版 と で は 内 容 が 少し ちがっ て いま す 。 け れ ど も 難し さ 

は 同じ で らい で す 。 カ セッ ト 版 で は 、 途 中 で プロ グラ ム を ロー ド し な お し ます 

が 、 こ の 時 に 表示 され る "Coffee Break" の 文字 が 赤 な ら ば 持物 

に な に か た りな いも の が ある の で す 。 もう一度 よく 探し て みて くだ さい 。 

それ で は 頑張 っ て ムー 大 陸 の 秘密 を 解き 明か し て くだ さい 。 





お 願 い 

(1) こ の プロ グラ ム 、 及 び 取 扱 説明 書 の 内 容 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無 

断 で 複製 する こと は 禁止 され て いま す 。 

(②⑫) こ の プロ グラ ム は 、 個 人 と し て 利用 する ほか は 、 著 作 権 法 上 スト 

ラッ ト フ ォ ー ド ・ コ ンピュータ ー セ ンタ ー 株 式 会 社 に 無断 で 使用 

する こと は で きま せん 。 

(3 製品 の 内 容 に つい て は 万 全 を 期し て 作成 いた し まし た が 、 万 一 ご 

不審 な 点 な ど お 気付 の こと が あり まし た ら 、 ス トラ ッ ト フ ォ ー ド 

・ コ ンピュータ ー セ ンタ ー 株 式 会 社 ま で ご 連絡 下さ い 。 

(4 製品 の 仕様 は 、 将 来 予 告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 

昭和 58 年 8 月 1 日 

スト ラッ ト フ ォ ー ド ・: コ ンピュータ ー セ ンタ ー 株 式 会 社 ホ ビー 事業 部 

〒336 埼 玉 県 浦和 市 南浦 和 2 一 36 一 15 容 0488(85) 5222 (代表) 

マジ カル ズ ウ は 、 ス トラ ッ ト フ ォ ー ド ・ コ ンピュータ ー セ ンタ ー 株 式 会 社 

ホビ ー 事 業 部 の 商標 (出願 中 ) で す 。 
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